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企業／グループの横断的な情報活⽤のため、従来はデータウェアハウス（以降DWH）を構築してきました。

DWH構築では事前にDWHデザインをした上で各種データソースからの抽出・加⼯・DWHへのロード設計を⾏います。

そして可視化のためにDWHのフロントにBIをつなげることが⼀般的です。この物理的なデータ統合はスキーマ・ベース

加速度的に「変化」する現代のビジネスにおいて、その「変化」に対して柔軟かつ迅速に対応することができないと競

合優位性の確⽴は難しいと⾔えます。このような状況の中で内⽥洋⾏は「企業内に蓄積されているサイロ化された多様

なデータを統合する仕組み」「ビッグデータとビジネスデータを結びつけ活⽤する仕組み」が企業競争⼒を⾼める上で今

後より⼀層必要になるとの認識からデータ駆動経営を⽀援するMµgenを開発しました。

対応記録
( クレーム / 顧客対応情報 等 )

SFA/CRM

ログデータ

実績データ
( 購買 / ⽣産 / 販売実績 等 )

ERP

⽂書 / 画像 / 映像

ファイルサーバ

Mµgenは、サイロ化されている社内情報やクラウド環境を仮想的に統合します。

対象データは、ERP/基幹系システムで管理される取引や作業に関する「実績デー

タ」、SFA／CRMあるいNotesなどのグループウェアで管理されるテキストで記述

された「対応記録」、ファイルサーバで管理される各種の「⽂書／画像／映像デ

ータ」に加え、最近、特に話題となっている、⾃動⾞、産業機械、複合機、製造

設備に搭載された様々なセンサーより出⼒される「機器ログデータ」等、あらゆ

る環境のあらゆるデータです。特に、ビッグデータ活⽤のためには、トライ＆エラ

ー／スパイラルなアプローチが重要で、エンタープライズデータと融合したデータデ

ィスカバリが成功の鍵になります。

で事前定義することが必要であり、異なるデータソースから統合DWHをデザイン/構築するためには多くの時間とコ

ストとスキルが必要になりました。

またDWHは作ってそれで終わりではありません。対象となるデータソースが増えた、ビジネスが変わりモノの⾒⽅が

変わった（管理の仕⽅が変わった）等々により、全体的なデザインの⾒直しが必要になります。「変化」への柔軟か

つ迅速な対応ができるとはお世辞にも⾔えませんでした。更にビッグデータ（⾮構造化データ）はDWHには含まれず、

Hadoop等で別途蓄積はするものの活⽤には⾄っていないというのが現状です。この膨⼤なデータをどうすれば有効

活⽤できるかがわからないというのがその理由です。事前定義なるものができるとは到底思えません。
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Mµgenは環境（クラウド、オンプレ、ハイブリッド）

を選ばず、ビッグデータを含む散在する様々なデ

ータを統合活⽤することが可能です。

可視化しながら試⾏錯誤できるスパイラル・アプ

ローチは、DWH構築と⽐較するとリスク・ヘッジ

にもつながり、まさに現代の企業が抱えるシステ

ム課題にマッチしたアプローチと⾔えるでしょう。

将来的なデータの追加にも柔軟かつ迅速に対応

できます。
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Discover

Mµgenでは多様なデータを「Connect」しデータ間の関連性を発⾒し仮想データ統合を実現して、情報・データを「Discover」

し「⾒える化」を通じて気づきを得る「Analyze」といった⼀連のフェーズをサポートしてゆきます。２００種類以上のコネクタを提

供し多様なデータソースへの接続を実現します。データベースからCSV形式のログ、ファイルサーバやNotes、セールスフォース、

シェアポイントといったアーカイブに格納されたオフィスドキュメント、PDF、さらには増え続ける画像や映像形式ファイルなど

にConnectして⼀元的に情報を扱うことができます。いったんConnectされた情報やデータはMµgen内部では同じデータモ

デル（DM）として扱われます。Heuristic Index（ヒューリスティック（発⾒型）インデックス）やField Relation Mapping（フィール

ドリレーションマッピング／FRM）という内部のメカニズムを通してアルゴリズムによってデータモデル間の関連性の有無を判定

し、このデータモデル間の関連性をEnterprise Data Graph（EDG）にて確認することができます。これによって、これまで別々

の情報・データとして独⽴していたデータソースが、関連性のある仮想統合されたデータベースのように扱ってゆくことができま

す。SMART Data Chainを利⽤してデータモデルに対応したダッシュボードを連携させて⼀連の情報・データをあたかも1つの

情報・データを⽤意してConnectした上で、⾒える化を実現して、まず毎⽇の業務を⼤きく改善していってください。さ

らにMµgenでは⾼度な分析解析や⼈⼯知能／機械学習を進めるプロセスもサポートしてゆきます。しかしながら、情

ビジネスにおける情報活⽤にはどのような意味があるのでしょうか。最⼤の⽬的はビジネスそのものを昨⽇より今⽇、今⽇よ

り明⽇の⽅が良くなるように業務（仕事）を変えてゆくことにあります。毎⽇のように情報やデータを「みて」それを「わかって／

理解して」、しなければならないことを「きめて」、「実⾏する」ことが最も重要です。PDCAサイクルという考え⽅が以前よりあり

ますが、昨今ではOODAという考え⽅をもとにして、⽇々想定しにくいことが起き続けるこの時代では情報を活⽤して業務その

ものや業務プロセスをより良くし続けるということが⾮常に重要なこととなってきています（OODA=Observe、Orient、

Decide、Act）Mµgenは特にビジネス部⾨の中でデータを活⽤し先⼿を打った⾏動を起こすサイクルをサポートしてゆきます。

情報・データ準備から、「⾒える化」（みて・わかって）、さらに⾼度な分析や予測をするといった「情報活⽤ライフサイクル」全般

を⽀援する新しい「使える」ツールです。
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Connect/Discover Architecture

Discover/Analyze Architecture

報・データ分析に際してデータを準備する作業に約７０−８０％の時間を割かれ、肝⼼な分析に当てられるのは２０−３０％と

いう調査もあり、この全プロセスを⼀貫してサポートすることが重要です。⽇々の情報・データが「⾒える化」されることで業

務改善への気づきを得られますが、さらに⼀歩進めてこの情報・データにある特定のパターンを掴んだりビジネス上の仮

説を⽴てたりする作業へと進めてゆく

ことができるようになります。このフェー

ズでは⼀つの情報ソースだけで作業を

進めることはなく、いくつもの情報ソー

スから、予測したいものに影響を与えて

いると思われるものを抜き出して関係

を調べるというサイクルを回してゆくこ

とになります。Mµgenはデータエンジニ

アの労⼒を使うことなく、できるだけビ

ジネスに関わる⼈が⾃⾝でこのサイク

ルを回してゆくためのお⼿伝いをして

ゆきます。

データベースにあるように「⾒える化」を

進めてゆくことができます。この⼀連の

技術は2017年に特許取得しており、

Mµgen独⾃の仮想データ統合技術とし

て認められております。ビジネス部⾨で

は、これまで⾏われてきた情報が蓄積さ

れているデータリポジトリに各々アクセ

スし、⼿元のPC表計算ツールやPCベー

スのBIツールなどで苦労して「統合」し、

出来上がったものを配布するというよう

な作業の必要がなくなります。サーバー
ベースのMµgenにて統合されたデータアクセスができることで組織メンバーの必要なポイントにいつでも新鮮な情報を届

けることが可能になります。また多くのBIツールにあるようなただ情報を⾒るだけという利⽤者にまでライセンスを配布

Dashboards
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　・
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SMART Datachain®Virtual Data Integration

Enterprise Data Graph®
特許取得済み

するといった必要もなくなります。これは「⾒える化」を通じて組織⼒向上を実現するための⼤事なポイントです。
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Mµgenの機能「Enterprise Data Graph」はデータモデル間の関連性をアルゴ
リズム・ベースで⾃律的に発⾒しグラフィカルに全体表⽰します。

Mµgenの機能「Smart DataChain®」は選択した項⽬を条件に他の情報を連動させて表⽰させる機能で、様々なバリエーショ

ンが実装されています。そのため例えば「コールセンターに⼊っている問い合わせ対象製品から製品データベースの該当す

る製品情報を探したい」といった多くの企業で課題の1つに挙げられるフローを簡単に実現することができます。また、その製

品名が含まれた他のデータモデルを発⾒し、異なるダッシュボードを関連性をもって探索することができます。

Mµgenの機能「Mµgen Search」は登録されたデータモデルの横断

検索を⾏いキーワードが含まれるダッシュボードへ素早くアクセスでき

る検索機能です。

ダッシュボードを
選択しジャンプ

絞り込まれ た 条 件 の 1 つ をクリックし
[DataChain]ボタンをクリックすると、⾶び
先のダッシュボード⼀覧を表⽰

●[Chain]ボタンのクリック
でダッシュボード⼀覧を表⽰
●ダッシュボードを選択して
ジャンプ
●複数の条件が⼀括で継
承される。

チャートまたは[Data Table]
で、クリックするとデータの絞
り込みが可能

設定されてダッシュボ
ードに絞り込み条件
を検証してジャンプ

ダッシュボードにある項⽬のク
リックでデータが絞り込まれ、
他のチャートが連動する

機能紹介

異なるチャート間のデータ連動させるこ
とでダッシュボード上でのスムーズな分析
を可能とします。

ダッシュボード間の関連性に基づいてMµgenが連動
可能なデータチェインを提案してくれます。

異なるダッシュボード間のデータを連動さ
せることで通常では不可能な条件を持っ

た分析を可能とします。

複数の条件による制約下でデータチェイン可能なダッシュ
ボードをMµgenが判別し提案してくれます。



● Mµgen®、SMART/InSight®、Product360、Customer360は株式会社内⽥洋⾏の登録商標です。 
  その他会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。

*上記環境他記載情報は2024年8⽉現在のものになります。最新情報及び詳細についてはお問い合わせください。

種別種別 Mµgen Server

x64プロセッサ 2.0GHz以上（Dual-core以上）

32GBytes 以上

空き容量が100GBytes 以上

CPU

Memory

HDD

〒135-0016 東京都江東区東陽2-3-25 住⽣興和東陽町ビル 
https://smartinsight.jp/ TEL：03-5634-6686

※株式会社内⽥洋⾏とスマートインサイト株式会社は合併いたしました。

種別 動作環境 備考

ツール利⽤ユーザー数（年間利⽤料）

Windows Server 2016 / 2019 / 2022
Red Hat Enterprise Linux 9
Amazon EC2TM

Redis(Linux)

MySQL
RDS（MySQL) 

Apache Solr

Oracle Java 8
Java 11(OpenJDK) 
Oracle Java 17

Active Directory

MySQL
MariaDB ColumnStore
PostgreSQL
Microsoft SQL Server
Oracle
DB2
Apache Solr
Amazon Cloud Search
Amazon RedShift
Amazon RDS
(MySQL,Oracle,SQLServer,PostgreSQL)
Connector 2.0で提供する各種リポジトリ
(CSV,Excel,SharePoint 他多数)

Chrome / Firefox
Microsoft Edge

プラットフォーム（OS)

キャッシュサーバ

プラットフォーム（システムDB)

Heuristic Index 

アプリケーションフレームワーク

認証基盤

DataRepository 

ブラウザ

ライセンス

仮想環境でも構築可能

必要に応じて

既存の分析可能なデータが
あれば、それをそのまま利⽤
することが可能。

カスタマイズによりカスタム
認証ロジックにも対応可能
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